
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤ素 略平板状の基板 に配列して構成されるＬＥＤモジュールと、前記Ｌ
ＥＤモジュールと電気的に接続される接続端子と、前記ＬＥＤモジュールおよび接続端子
が配置される器具本体とを備えたＬＥＤ照明器具において、前記ＬＥＤモジュールの基板

電源供給用の突起を設け、前記ＬＥＤモジュールを基
板 と略平行方向に前記器具本体に摺動させることにより前記突起が前記接続端子と
電気的に接続されることを特徴とするＬＥＤ照明器具。
【請求項２】
　ＬＥＤモジュールを基板 と略平行方向に器具本体に摺動させた後、突起の突出方
向と同方向の軸周りに回転させることにより前記突起が接続端子と電気的に接続される請
求項１記載のＬＥＤ照明器具。
【請求項３】
　接続端子を配置した接続器は器具本体と一体的に形成されている請求項１または２記載
のＬＥＤ照明器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ＬＥＤ照明器具に関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】
ＬＥＤを使用した照明器具が小型・長寿命を特徴として開発されてきている。しかし、今
までは橙色ＬＥＤを使った補助照明（足元灯など）を主とした照明装置の開発や赤色ＬＥ
Ｄを使用した表示灯などが主である。
【０００３】
近年、青色ＬＥＤが開発され、その後、白色のＬＥＤも開発された。白色の光をＬＥＤで
得られるようになり、スポット照明などにも使用されるようになってきた。しかしながら
、現在開発されている白色ＬＥＤは光出力を高く得ようとするＬＥＤの温度が高くなり、
ＬＥＤのベアチップを覆っている樹脂の劣化が早く進み光出力が低下する。そのために白
色ＬＥＤを用いた照明器具においては、ＬＥＤ部分のノーメンテナンスと言い難いが現在
商品化されている照明器具はＬＥＤ部分の交換できる商品がないのが現状である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように白色ＬＥＤを用いた照明器具においては、ＬＥＤ部分を交換できないという
問題があった。また、例えば特開２０００－３０６４１８号に開示されたＬＥＤ光源装置
がある。この照明器具では、着脱自在のＬＥＤユニットを備えているが、ＬＥＤユニット
交換時に回路基板に対して垂直方向へ取り外す必要があるので、交換スペースも含めた器
具スペースが大きくなってしまうという問題がある。
【０００５】
したがって、この発明の目的は、照明装置に使われるＬＥＤ部分をモジュール化し、交換
構造を持たせることにより光束が低下してきた場合に交換できるようにし、また交換スペ
ースも含めて器具が薄型にできるＬＥＤ照明器具を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するためにこの発明の請求項１記載のＬＥＤ照明器具は、ＬＥＤ素
略平板状の基板 に配列して構成されるＬＥＤモジュールと、前記ＬＥＤモジュール
と電気的に接続される接続端子と、前記ＬＥＤモジュールおよび接続端子が配置される器
具本体とを備えたＬＥＤ照明器具において、前記ＬＥＤモジュールの基板

電源供給用の突起を設け、前記ＬＥＤモジュールを基板 と略平
行方向に前記器具本体に摺動させることにより前記突起が前記接続端子と電気的に接続さ
れる。
【０００７】
　このように、ＬＥＤモジュールの基板 電源供給用の突起
を設け、ＬＥＤモジュールを基板 と略平行方向に器具本体に摺動させることにより
突起が接続端子と電気的に接続されるので、ＬＥＤモジュールを交換可能であり、かつＬ
ＥＤモジュール交換時の交換スペースが小さくできる。すなわち、ＬＥＤモジュールの摺
動操作を基板と略平行方向とすることで、交換スペースが器具本体の外側に形成されるた
め、器具本体内において交換スペースは小さくてすみ、交換スペースを含めた器具スペー
スが小さくなる。また、ＬＥＤモジュール交換時にＬＥＤモジュールをその厚み方向に引
き出す必要がなく、摺動操作でよいので交換作業に優れる。さらに、平板状のＬＥＤモジ
ュール交換時、曲げ等のストレスが加わりにくく、高い強度を必要としないためＬＥＤモ
ジュールの薄型化が可能である。
【０００８】
　請求項２記載のＬＥＤ照明器具は、請求項１記載のＬＥＤ照明器具において、ＬＥＤモ
ジュールを基板 と略平行方向に器具本体に摺動させた後、突起の突出方向と同方向
の軸周りに回転させることにより前記突起が接続端子と電気的に接続される。このように
、ＬＥＤモジュールを基板 と略平行方向に器具本体に摺動させた後、突起の突出方
向と同方向の軸周りに回転させることにより突起が接続端子と電気的に接続されるので、
接続端子が露出しない構成にでき、感電等の危険が無く安全である。
【０００９】
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請求項３記載のＬＥＤ照明器具は、請求項１または２記載のＬＥＤ照明器具において、接
続端子を配置した接続器は器具本体と一体的に形成されている。このように、接続端子を
配置した接続器は器具本体と一体的に形成されているので、部品点数を少なくできる。ま
た、接続作業時に突起により接続端子が押圧されても器具本体に対して動かないので器具
組立作業性が向上できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
この発明の第１の実施の形態を図１ないし図５に基づいて説明する。図１はこの発明の第
１の実施の形態のＬＥＤ照明器具の上方から見た分解斜視図、図２は第１の実施の形態の
ＬＥＤ照明器具の下方から見た分解斜視図、図３は第１の実施の形態のＬＥＤ照明器具の
組立状態を示す斜視図である。
【００１１】
図１～３に示すように、このＬＥＤ照明器具は、複数のＬＥＤ素子４とその他の電子部品
５とを略平板状の基板６に配列して構成されるＬＥＤモジュール１と、ＬＥＤモジュール
１と電気的に接続される接続端子２と、ＬＥＤモジュール１および接続端子２が配置され
る器具本体３と、ＬＥＤモジュール１の下方に配置されるレンズ７と、レンズ７の周囲を
覆った状態でこれを支持し器具本体３に取り付けられる器具カバー８とを備えている。
【００１２】
器具本体３は、中心に給電電線９を挿通する穴３ａが設けてある。また、器具本体３の側
壁部３ｂは全周になく開放された部分３ｅを有する。側壁部３ｂの両端には開放された部
分３ｅから挿入されるＬＥＤモジュール１の挿入ガイド３ｃが形成されている。接続端子
２は給電電線９に接続され、接続器１０に形成された一対の溝１０ａに沿って配置されて
いる。
【００１３】
ＬＥＤモジュール１は基板６上に外部の電源供給接続部との接続が可能な電源供給用の突
起１１を設けている。この場合、一対の突起１１がそれぞれ一対の溝１０ａに差し込まれ
ることで一対の接続端子２と電気的に接続可能である。
【００１４】
次に上記構成のＬＥＤ照明器具の組立てについて説明する。図４はこの発明の第１の実施
の形態のＬＥＤ照明器具の組立て作業を示す断面図、図５は図４のＡ－Ａ断面図である。
【００１５】
図４および図５に示すように、ＬＥＤモジュール１を基板６と略平行方向に器具本体３に
摺動させることにより突起６が接続端子２と電気的に接続される。この場合、ＬＥＤモジ
ュール１の挿入方向Ｂに対して直角方向に突起６が並ぶようにした状態で、器具本体３の
開放された部分３ｅから挿入ガイド３ｃによりガイドされたＬＥＤモジュール１をＢ方向
にスライドさせることで突起６を溝１０ａに容易に差込むことができる。
【００１６】
以上のようにこの実施の形態によれば、ＬＥＤモジュール１を交換可能であり、かつＬＥ
Ｄモジュール交換時の交換スペースが小さくできる。すなわち、ＬＥＤモジュール１の摺
動操作を基板６と略平行方向とすることで、交換スペースが器具本体３の外側に形成され
るため、器具本体３内において交換スペースは小さくてすみ、交換スペースを含めた器具
スペースが小さくなる。また、ＬＥＤモジュール交換時にＬＥＤモジュール１をその厚み
方向に引き出す必要がなく、摺動操作でよいので交換作業に優れる。さらに、平板状のＬ
ＥＤモジュール交換時、曲げ等のストレスが加わりにくく、高い強度を必要としないため
ＬＥＤモジュール１の薄型化が可能である。
【００１７】
この発明の第２の実施の形態を図６ないし図９に基づいて説明する。図６はこの発明の第
２の実施の形態のＬＥＤ照明器具の上方から見た分解斜視図、図７は第２の実施の形態の
ＬＥＤ照明器具の下方から見た分解斜視図である。
【００１８】
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図６および図７に示すように、この実施の形態では、ＬＥＤモジュール１と電気的に接続
される接続端子１２および接続器１３の構成が異なる。すなわち、接続器１３に形成され
た溝１４は入口より奥部１４ａが広くなっており、その奥部１４ａの両側に給電電線９が
接続された接続端子１２が配置される。そして、ＬＥＤモジュール１の基板６上に設けた
一対の突起１１が一対の接続端子１２に接続可能である。その他の構成は第１の実施の形
態と同様であり、同一部材には同一符号を付す。
【００１９】
次に上記構成のＬＥＤ照明器具の組立てについて説明する。図８はこの発明の第２の実施
の形態のＬＥＤ照明器具の組立て作業を示す断面図、図９は図８のＡ－Ａ断面図である。
【００２０】
図８および図９に示すように、ＬＥＤモジュール１を基板６と略平行方向に器具本体３に
摺動させた後、突起１１の突出方向と同方向の軸周りに回転させることにより突起１１が
接続端子１２と電気的に接続される。この場合、ＬＥＤモジュール１の挿入方向Ｂに突起
６が並ぶようにした状態で、器具本体３の開放された部分３ｅから挿入ガイド３ｃにより
ガイドされたＬＥＤモジュール１を矢印Ｂ方向にスライドさせることで突起６を溝１４に
挿入し、ＬＥＤモジュール挿入後、矢印Ｃに示すように回転することにより接続完了とな
る。
【００２１】
以上のようにこの実施の形態によれば、接続端子１２が露出しない構成にでき、感電等の
危険が無く安全である。その他の効果は第１の実施の形態と同様である。
【００２２】
なお、接続器１０，１３は器具本体３と一体的に形成されていてもよい。
【００２３】
【発明の効果】
　この発明の請求項１記載のＬＥＤ照明器具によれば、ＬＥＤモジュールの基板

電源供給用の突起を設け、ＬＥＤモジュールを基板 と略平行
方向に器具本体に摺動させることにより突起が接続端子と電気的に接続されるので、ＬＥ
Ｄモジュールを交換可能であり、かつＬＥＤモジュール交換時の交換スペースが小さくで
きる。また、ＬＥＤモジュール交換時にＬＥＤモジュールをその厚み方向に引き出す必要
がなく、摺動操作でよいので交換作業に優れる。さらに、平板状のＬＥＤモジュール交換
時、曲げ等のストレスが加わりにくく、高い強度を必要としないためＬＥＤモジュールの
薄型化が可能である。
【００２４】
　請求項２では、ＬＥＤモジュールを基板 と略平行方向に器具本体に摺動させた後
、突起の突出方向と同方向の軸周りに回転させることにより突起が接続端子と電気的に接
続されるので、接続端子が露出しない構成にでき、感電等の危険が無く安全である。
【００２５】
請求項３では、接続端子を配置した接続器は器具本体と一体的に形成されているので、部
品点数を少なくできる。また、接続作業時に突起により接続端子が押圧されても器具本体
に対して動かないので器具組立作業性が向上できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施の形態のＬＥＤ照明器具の上方から見た分解斜視図である
。
【図２】この発明の第１の実施の形態のＬＥＤ照明器具の下方から見た分解斜視図である
。
【図３】この発明の第１の実施の形態のＬＥＤ照明器具の組立状態を示す斜視図である。
【図４】この発明の第１の実施の形態のＬＥＤ照明器具の組立て作業を示す断面図である
。
【図５】図４のＡ－Ａ断面図である。
【図６】この発明の第２の実施の形態のＬＥＤ照明器具の上方から見た分解斜視図である
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。
【図７】この発明の第２の実施の形態のＬＥＤ照明器具の下方から見た分解斜視図である
。
【図８】この発明の第２の実施の形態のＬＥＤ照明器具の組立て作業を示す断面図である
。
【図９】図８のＡ－Ａ断面図である。
【符号の説明】
１　ＬＥＤモジュール
２　接続端子
３　器具本体
４　ＬＥＤ素子
５　電子部品
６　基板
９　給電電線
１０　接続器
１１　電源供給用突起
１２　接続端子
１３　接続器

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(5) JP 3928383 B2 2007.6.13



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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